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非認知能力の発達－生涯にわたる変化と影響
小塩真司先生（早稲田大学文学学術院 教授）

（新著の紹介）



（ご紹介）

小塩真司
おしお あつし

早稲田大学 文学学術院 教授

名古屋大学大学院教育学研究科修了。中部大学を経て，
2012年より早稲田大学，現在に至る。
専門はパーソナリティ心理学，発達心理学

書籍は以下のものほか多数
• 非認知能力の発達：生涯にわたる変化と影響 北大路書

房（編著，2025年，北大路書房）
• 性格診断ブームを問う——心理学からの警鐘（単著，岩

波書店，2025年）
• 心理尺度構成の方法：基礎から実践まで（編著，誠信書

房，2024年）
• 「性格が悪い」とはどういうことか——ダークサイドの

心理学（単著，筑摩書房，2024年）
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小塩真司(編) (2025). 非認知能力の発達－生涯にわたる
変化と影響－ 北大路書房（2025年4月刊行）



それではご覧ください



非認知能力の発達 
生涯にわたる変化と影響

小塩真司（編集） 
北大路書房 

2025年





個人的な関心

基本は「個人差概念」への関心 
「望ましい個人差概念」とは何か 
社会的にどのような影響力をもつのか



さまざまな概念

態度：ある対象，人，集団または概念に対する，否定的なもの
から肯定的なものまでの比較的永続的で一般的な評価 
価値観：何が善であるか，何が望ましいか，何が重要であるか
の指針として，個人または社会に受け入れられている道徳的，
社会的，または美的原則。 
能力：特定の身体的または精神的行為を行うための既存の能力
または技能 
スキル：訓練や練習によって身につく能力や技能 
パーソナリティ（性格）：行動，価値観，態度，認知などさま
ざまな個人差のうち，時間と場所を越えてある程度安定するも
の。行動や適応の説明概念



非認知能力の条件

知能や学力以外であること 
→実際には「知能検査や学力試験で測定されるもの以外」 
何らかの望ましい結果をもたらすこと 
→個人・社会いずれかにとって 
測定可能であること 
→「測定が困難」と言われることが多い 
トレーニング可能であること 
→介入によって変化する 
※最初の定義以外は知能も学力も当てはまる



非認知能力が注目される理由

1.知能や学力よりも介入可能性が高いという見込み 
→行動遺伝学による遺伝率の推定 
→知能への介入の困難さの実証 

2.知能と同程度のアウトカム予測 
→学業成績，学歴，収入，心身の健康，寿命etc 

3.知能や学力への偏重に対する反省 
→同じアウトカムをもたらすのであれば



発達

人間やその他の生物の生涯にわたって生じる，構
造・機能・行動パターンの連続的な変化の過程 
個人差特性の変化を捉える 
平均レベルの変化 
順位の変化 
構造の変化 
イプサティブな変化 
個人の変化 

介入・教育・子育てにおいても観点は同様



社会の中での非認知能力育成

すでに多くの場面で「非認知能力」育成 
特別なことではない 
概念を知ることで焦点が定まる効果も
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